
実証実験レポート

【2023年度】駐車場の空き 情報をAIカ メ ラ でセンシング。 センサ

IoTで、人の不安を解消（株式会社センサーズ・アンド ・ワーク ス）

更新日：2023/08/14

株式会社センサーズ・アンド ・ワーク スは、神戸発のセンサーIoT、データ サービス事業を提供するベン

チャ ー企業。全国に製品やサービスを提供する中で、関わり が生まれた富山県で、今回のデジポッ ク と

やまの観光産業領域の実証実験に参画するこ と に。その成果を、代表取締役の堀江聡様、と も に事業に

取り 組んだ地元企業である株式会社堀江商会の瀬戸領太様、観光事業を営む立山黒部貫光株式会社の

黒田春樹様から 伺いまし た。

【イ ンタ ビュ ー対象者情報】
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センサで富山に安全と 安心を提供するなか、ご縁と 出会いを通じ て観光事業に参画
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–堀江氏：2019年より 、富山市のLPWA（ロー・パワー・ワイ ド ・エリ ア）と いう 技術の活用を目指す事業に

関わっています。具体的には、広域ネッ ト ワーク を活用し たIoTサービスの創出事業です。その中で当

社は、水位の監視を遠隔化する水位センサや、コ ロナ禍でニーズの高まっ た人流を測定するセンサを提

供。こ れら のプロジェ ク ト を通じ て、富山県の計測器システムの総合商社である堀江商会様と もつなが

り ができまし た。

富山市での実績をも と に県のDX事業にも 進出し たいと 考えて、動向をウォ ッ チし ていたと こ ろ、Dig i-

PoC TOYAMA（デジポッ ク と やま）実証実験プロジェ ク ト を知っ たのです。今回は8つのテーマが設け

ら れていたのですが、堀江商会様を通じ て、富山県の観光振興室様が「観光地の利便性向上」をテーマと

し たプロジェ ク ト の参画企業を探し ていると いう お話をいただき、企画を提出し てみよう と いう こ と

に。その準備と し て、現場のニーズをヒ アリ ングするため、立山黒部貫光様を引き合わせていただきま

し た。

–黒田氏：私たちは、立山黒部アルペンルート の運営をし ています。立山ケーブルカ ーなどの運輸事業

や、ホテル運営事業など、観光に関する事業全般を手掛けています。また、自動車利用のお客様に立山



駅から より 近い駐車場を案内するため繁忙日など立山駅周辺に職員を配置するこ と を自主的に行って

います。駐車場は6ヶ 所あり 、それぞれの空き情報は職員が巡回し て把握し ていたのですが、人員も 限

ら れるなか、タ イムリ ーな計測と 情報発信が難し く 、課題と なっていたのです。そこ で、駐車場の満空

状態をセンサで監視し 、その情報をリ アルタ イムで発信するシステムを提案し ていただけないかと 相

談し まし た。

–堀江氏：当社には、駐車場の満空を測定するシステムの実績があり まし た。また、駐車場は登山口付近

になると 電線が整備さ れていないケースがほと んどでし たが、当社はソ ーラ ーパネルで電源を確保す

るセンサを設置するノ ウハウも あり 、こ のプロジェ ク ト は当社にと ても マッ チし ていると 感じ まし た

ね。

プロジェ ク ト の採択から 実証実験まで、わずか２ ヶ 月。求めら れたのは技術力と 交渉力

–堀江氏：当社はAIカ メ ラ で駐車場の満空状態をセンシングし 、情報を立山黒部貫光様のホームページ

や、デジタ ルサイ ネージで表示するシステムを提案し まし た。当社が採択さ れた理由の一つと し て、

「すべて電源工事なし で短い工期で実施できる」と いう 強みがあっ たから だと 思います。立山黒部アル

ペンルート は11月末には閉山し ます。事業の採択決定が8月のため、それから 急ピッ チで実証実験まで

漕ぎつけて、完了する必要があり まし た。当社はソ ーラ ーパネルで電源を確保できるので、電線を引き

込む工事が不要なぶん、スピーディ にプロジェ ク ト を進めら れると 期待さ れたのです。し かし 、思いも

寄ら ないと こ ろに壁が待ち受けていまし た。



–瀬戸氏：カ メ ラ を設置するにあたって、その土地の所有者に許可を取ら なく てはなり ませんでし た。し

かし 、国立公園内と いう こ と も あって、立山砂防事務所様、国土交通省、環境省などのさ まざまな権利が

複雑に絡み合っていまし た。また、駐車場が砂防地にあっ たため、河川法など法律に則っ た手続きも 必

要に。そのう え、国への申請は県庁の所定の窓口を通さ なければなら ず…。どの部署の誰に動いても ら

う のが最短なのか、キーパーソ ンを必死になって探し まし た。

また、県と し ては、国に対し て不備のある申請を上げるわけにはいきません。納得いただける書類を作

るために、何度も 何度も やり と り し まし たね。そのよう ななか、心強かっ たのは、地権者の一つでも あ

る立山町様が「こ れはと ても 良い事業だ」と 積極的に後押し し てく れたこ と です。そんな力添えを受け、

ひと つ上の申請を通すたびに、こ のプロジェ ク ト に力を割いてく れる方が増えていきまし た。そのみな

さ んの思いが通じ て、無事、国から 承認を受けら れたのは本当に嬉し かっ たです。

観光客に喜ばれ、提供側も 「ラ ク で、楽し い」サービスに



–堀江氏：堀江商会様にカ メ ラ 設置の承認のために動いても ら う のと 並行し て、実証実験の第一フ ェ ー

ズに突入。立山黒部アルペンルート の繁忙期観光のピーク が10月初旬のため、こ の時期に効果検証に

必要なデータ を集める必要があり まし た。

第一フ ェ ーズでは、カ メ ラ を使わず、人の監視によって駐車場の満空情報をタ ブレッ ト 端末に入力。そ

のク ラ ウド データ をも と に、デジタ ルサイ ネージと ホームページで駐車場情報を発信し 、観光客にどの

よう に受け入れら れるのかを、路上調査し まし た。すると 、「現地まで行かなければわから なかっ た駐

車場の空き情報がわかるのがあり がたい」と いう 好意的な声が多数寄せら れたのです。

また、リ ピータ ーを増やすのが立山黒部貫光様のミ ッ ショ ンでも あるのですが、「案内板がある！今年は

いいよね」と いう 声も いただいており 、大きな手応えを感じ まし た。10月下旬、カ メ ラ 設置の承認が下

り 、満を持し てAIカ メ ラ による自動監視も スタ ート し まし た。こ れによって立山黒部貫光様の業務効率

も 格段に上がり まし た。



–黒田氏：一番効果を感じ たのは、各駐車場の一部は満車になってし まう 、と いう よう な微妙な混雑状況

のと きです。土日祝は繁忙が予想さ れるため、予め人員を確保できるのですが、平日は微妙な混雑が多

く 、少ない人員で各駐車場をすべて巡回する必要があり まし た。AIカ メ ラ によって、こ ちら が動かなく

ても 、正確でリ アルタ イムな情報をお客様に提供できるのは非常にあり がたかっ たです。それに、オフ

ィ スに居ながら 駐車場の様子が手にと るよう にわかるのは、楽し く も あり まし た。

–堀江氏：立山黒部貫光様は、長年駐車場を運営し ていますから 、経験知で「今日の混雑具合なら 、どこ か

は空いているだろう 」と 予測できると 思う んです。し かし 、サービスを提供する側と し ては、やっ ぱり ご

自身の目で確かめないと 不安だと いう お気持ちも あり …。それを解消できたこ と も 、成果と し て大きい

と 考えています。

IoTの恩恵と 人の感性がマッ チするのが ウェ ルビーイ ングな世界



–堀江氏：駐車場管理のIoT化によって、お客様の利便性の向上と 立山黒部貫光様の業務負荷低減の両方

に寄与できるこ と がわかり まし た。今後も あら ゆるデータ 取得環境構築と データ アナリ シス、経験や体

感などの属人的な感覚に頼っていた情報の数値化やデータ 活用を模索し ていきます。

ただ、すべてをデジタ ルだけで管理するのは、問題があると 思います。たと えば、立山登山ケーブルカ ー

の駅に近い駐車場は満車なのですが、遠く の駐車場に止めると 、立山ケーブルカ ーの出発時刻に間に合

わない場合があり ます。そんなと き、立山黒部貫光様は、満車になっている駐車場でも デッ ド スペース

の活用や、駐車位置の調整などを人の手で行い、融通を利かせていまし た。こ のほか、サイ ネージやホ

ームページの駐車場情報を探し 出せないお客様にご説明すると いっ たフ ォ ローも 実施さ れています。

こ れら は、IoTだけでは提供が難し く 、なおかつお客様にと っては素晴ら し いサービスです。

デジタ ルに合わせるのではなく 、IoTの恩恵と 人の感性がマッ チし た世界、それこ そが私たちの目指す

ウェ ルビーイ ングな世界。当社は、デジタ ルでできるこ と 、人力だから できるこ と を明確化し 、共存す



るこ と が大切だと 考えています。

【実証実験レポート 】

今回の実証実験では、センサやカ メ ラ 画像による車両カ ウント を行い、それら をAIによる分析で駐車場

の占有率を割り 出し 。その情報をホームページやサイ ネージなどで案内し 、スムーズな車両の誘導を実

現し ています。

駐車場車両カ ウント に基づく スムーズな駐車誘導システム

電源にはソ ーラ ー電池を使用。オールソ ーラ ー電源駆動によるポータ ブル＆低コ スト システムと なっ

ています。電源の確保が難し い公園駐車場、イ ベント 会場などのテンポラ リ 運用も 実現可能と なってい



ます。なお、ソ ーラ ー電池は蓄電式と なっており 、日が陰っ たと きにも 電源を一定時間確保。また、省電

力技術によって、より 長い時間の連続駆動を図っています。

今回、サイ ネージは、ケーブルカ ーの起点と なる立山駅（上画像）と 、観光客の主要経路と なっている橋

付近に設置。外国人観光客も 視野に入れ、主要情報の英語併記と 駐車場情報は一般的な「満」「空」表示

ではなく 、「○」「×」表示を採用し ています。

実証実験は２ 回に分けて実行。第1フ ェ ーズ（2023年10月～11月）では、駐車場情報のホームページ、サ

イ ネージでの情報発信による効果検証と し て、観光客への聞き取り 調査を実施し まし た。

第2フ ェ ーズ（2023年10月後半～11月）では、AIカ メ ラ 等のセンサを設置し 、遠隔監視を実施。カ メ ラ ・

ソ ーラ ーパネルと も に小型なので、1本の細い柱があれば固定でき、設置工事は1日で完了し まし た。

カ メ ラ で遠隔監視し たデータ は、リ アルタ イムにホームページやサイ ネージに反映。また、手元のタ ブ

レッ ト で確認できる仕様と なっています。その効果については、観光客や駐車場を運営する立山黒部貫

光様にヒ アリ ングし ています。





WEBサイ ト 管理画面

今後のサービス継続や水平展開も 構想中

「観光客は、リ ピータ ーも 含めて好印象な反応をいただいており ます。混雑緩和と スムーズな駐車場誘

導に寄与できまし た。」と 堀江氏。駐車場運営の面でも 、巡回し て目視確認すると いっ た人的な負担を

低減。さ ら に正確な情報をリ アルタ イムで提供できるよう になり 、サービスの質向上にも 貢献し まし

た。



今回のシステムを、「来季も 活用し たいと いう 期待の声があり 、継続し て提供する可能性がある」と 堀江

氏。また、県内には称名滝をはじ めと する多数の観光スポッ ト があり 、スポッ ト 的なイ ベント でも 車で

の移動がほと んどのため、駐車場管理のニーズがあると いいます。

「施工・運用コ スト を抑えて、スピーディ にサービス提供を開始できる当社のシステムは、さ まざまな水

平展開が可能だと 考えている」と 堀江氏。今後も 実証実験の成果を活用し 、人々の生活にセンサIoTで、

さ ら なる安全・安心を提供し ていく 予定です。
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